
法
学
部

教
授

北
川

俊
光

昭
和
三
十
七

年
九
州
大
学
卒

業
後
、
東
芝
に

入
社
、
そ
の
間

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
留
学
さ
れ
、法
学
修
士
（
Ｌ

Ｌ
Ｍ
）
を
取
得
。

法
務
部
長
と
し
て
、
い
く
つ

も
の
国
際
訴
訟
の
日
本
側
責
任

者
と
し
て
大
役
を
果
た
さ
れ

た
。
平
成
五
年
か
ら
平
成
十
四

年
ま
で
九
州
大
学
法
学
部
教

授
。
深
い
実
務
経
験
と
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
双
方
を
兼
ね
備
え
て

お
ら
れ
る
国
際
取
引
法
の
わ
が

国
第
一
人
者
で
あ
る
。

教
授

木
下

智
史

京
都
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
を

経
て
、
一
九
八

六
年
よ
り
神
戸
学
院
大
学
法
学

部
に
奉
職
。
一
九
九
七
年
教
授

に
昇
任
。

団
体
の
人
権
、
ス
テ
ー
ト
ア

ク
シ
ョ
ン
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

論
、
民
主
主
義
論
等
の
分
野
で

論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
日
本
法

へ
の
視
座
を
堅
持
し
つ
つ
進
め

ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
研
究

は
、
教
育
に
十
分
活
か
さ
れ
る

と
期
待
さ
れ
る
。

教
授

藤
原

稔
弘

昭
和
三
十
二

年
、
大
阪
生
ま

れ
。
一
橋
大
学

大
学
院
修
了
。

大
阪
工
業
大
学
助
教
授
か
ら
本

学
着
任
。
ド
イ
ツ
の
経
営
組
織

法
や
解
雇
制
限
法
な
ど
に
関
す

る
研
究
業
績
は
圧
倒
的
で
、
他

の
追
随
を
許
さ
な
い
。
最
近
、

わ
が
国
の
労
働
法
の
重
要
課
題

に
つ
い
て
も
相
次
い
で
意
欲
的

な
論
文
を
発
表
し
、
注
目
を
浴

び
て
い
る
。
力
持
ち
で
心
や
さ

し
い
好
漢
。
趣
味
は
魚
釣
り
。

健
康
の
た
め
水
泳
も
。

助
教
授

小
泉

良
幸

平
成
五
年
三

月
東
北
大
学
大

学
院
博
士
課
程

を
修
了
さ
れ
、

平
成
七
年
山
形
大
学
人
文
学
部

専
任
講
師
、
平
成
八
年
同
助
教

授
。最

近
で
は
、
憲
法
学
と
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
に
新
た
な
視
座
を
提

供
す
る
労
作
『
リ
ベ
ラ
ル
な
共

同
体
―
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
政
治

・
道
徳
理
論
』
を
著
さ
れ
た
。

学
生
へ
の
指
導
・
助
言
も
精
力

的
な
新
進
気
鋭
の
憲
法
学
者
で

あ
る
。

助
教
授

佐
伯

和
也

平
成
八
年
三

月
関
西
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
後

期
課
程
を
経
て
、
本
年
四
月
に

奉
職
さ
れ
た
。

危
険
犯
論
、
結
果
的
加
重
犯

論
、
刑
法
各
論
の
諸
問
題
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
総
論
の

理
論
構
成
に
繋
げ
る
堅
実
な
研

究
手
法
に
は
定
評
が
あ
り
、
地

道
で
粘
り
強
い
分
析
と
精
緻
か

つ
綿
密
な
理
論
構
成
が
先
生
の

持
ち
味
で
あ
る
。

専
任
講
師

石
橋
章
市
朗

平
成
十
五
年

関
西
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期

課
程
を
経
て
、
本
年
四
月
に
奉

職
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
米
国
の
生
命
倫
理

政
策
の
決
定
過
程
に
お
け
る
議

員
の
行
動
分
析
な
ど
を
研
究
さ

れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ヴ
ュ
ー
調
査

や
統
計
的
な
分
析
手
法
を
用
い

ら
れ
て
き
た
が
、
政
治
学
の
方

法
論
、
議
会
の
分
析
モ
デ
ル
に

つ
い
て
も
研
究
を
深
め
ら
れ
て

い
る
。

専
任
講
師

中
野

徹
也

平
成
十
一
年

関
西
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期

課
程
を
経
て
、
本
年
四
月
に
奉

職
さ
れ
た
。

条
約
の
留
保
に
関
す
る
優
れ

た
論
文
に
よ
り
早
く
か
ら
注
目

さ
れ
、
将
来
の
学
界
を
担
う
人

物
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。「
楽
は
苦
の
種
、苦

は
楽
の
種
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

誠
実
に
仕
事
を
こ
な
す
苦
労
人

で
律
儀
な
先
生
で
も
あ
る
。

専
任
講
師

吉
田

直
弘

平
成
十
一
年

関
西
学
院
大
学

大
学
院
法
学
研

究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
を
経
て
、
平
成
十
三

年
愛
媛
大
学
法
文
学
部
講
師
、

本
年
四
月
に
奉
職
さ
れ
た
。

大
学
入
学
後
、
法
律
家
を
目

指
し
て
猛
勉
強
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
日
本
の
民
事
訴
訟
法
の
母

法
た
る
ド
イ
ツ
法
の
成
立
の
時

期
に
遡
り
、
歴
史
の
中
で
思
索

を
深
め
る
研
究
者
で
あ
る
。

文
学
部

教
授

狭
間
香
代
子

生
ま
れ
は
広

島
県
だ
が
、
大

阪
と
名
古
屋
で

育
つ
。
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究

科
後
期
博
士
課
程
満
期
退
学
、

学
術
博
士
。
専
門
は
社
会
福
祉

学
、
特
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

論
を
中
心
に
価
値
や
専
門
性
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
主

著
は
『
社
会
福
祉
の
援
助
観

ス
ト
レ
ン
グ
ス
視
点
・
社
会
構

成
主
義
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
』

（
二
〇
〇
一
、
筒
井
書
房
）。
趣

味
は
読
書
。

助
教
授

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
Ｆ・

ヴ
ィ
ッ
ト
カ
ン
プ

一
九
五
九
年

ド
イ
ツ
の
カ
ー

メ
ン
市
生
ま

れ
。
ケ
ル
ン
大

学
文
学
部
日
本
学
科
卒
。一
九
九

四
年
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

大
学
院
の
留
学
生
と
し
て
来

日
。
ケ
ル
ン
大
学
に
て
博
士
号

取
得
。
非
常
勤
講
師
を
経
て
、

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
三
年

ま
で
、
慶
應
義
塾
大
学
で
訪
問

講
師
（
招
聘
）
と
し
て
勤
務
。

専
門
は
比
較
文
学
・
比
較
文
化

学
（
日
独
・
独
日
）
、
文
学
理

論
・
翻
訳
理
論
。
趣
味
は
音

楽
、
写
真
撮
影
、
読
書
、
会

話
。
旅
行
も
楽
し
む
。

助
教
授

友
谷

知
己

昭
和
四
十
年

広
島
県
生
ま

れ
。
早
稲
田
大

学
第
一
文
学
部

卒
業
後
、
同
大
学
院
文
学
研
究

科
仏
文
専
攻
博
士
課
程
退
学
。

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
・
パ
リ
第
四
大
学

文
学
博
士
（
平
成
十
四
年
）
。

専
門
は
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
古

典
演
劇
、
特
に
ラ
シ
ー
ヌ
悲
劇

の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
。
趣
味
は

映
画
ポ
ス
タ
ー
収
集
、
中
古
Ｃ

Ｄ
店
探
訪
、
古
本
屋
巡
り
。
ス

ポ
ー
ツ
は
柔
道
二
段（
二
十
年

前
）。

助
教
授

中
田

行
重

一
九
六
一
年

北
九
州
市
生
ま

れ
。
九
州
大
学

教
育
学
部
卒
業

後
二
年
間
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学

生
を
は
さ
み
同
大
学
院
修
了
。

九
州
大
学
教
育
学
部
助
手
、
下

関
市
立
大
学
講
師
・
助
教
授
、

東
亜
大
学
助
教
授
を
歴
任
。
博

士
（
学
術
）。
臨
床
心
理
士
。
専

門
は
臨
床
心
理
学
で
、
フ
ォ
ー

カ
シ
ン
グ
指
向
心
理
療
法
、
エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
、

地
域
臨
床
を
中
心
に
研
究
・
活

動
。
趣
味
は
ピ
ア
ノ
演
奏
。

助
教
授

原
田

正
俊

昭
和
三
十
四

年
福
井
県
生
ま

れ
。
関
西
大
学

大
学
院
博
士
後

期
課
程
修
了
後
、
吹
田
市
立
博

物
館
、
高
野
山
大
学
専
任
講

師
、
同
助
教
授
を
経
て
、
本
学

に
着
任
。
専
門
は
日
本
中
世
仏

教
史
で
、
と
く
に
禅
宗
と
社
会

・
民
衆
の
関
わ
り
を
追
究
し
て

い
る
。
大
学
院
時
代
に
は
相
国

寺
で
修
行
生
活
を
送
る
な
ど
、

行
動
力
あ
ふ
れ
る
宗
教
史
家
で

も
あ
る
。
主
著
に
『
日
本
中
世

の
禅
宗
と
社
会
』
が
あ
る
。

助
教
授

伏
見

英
俊

宮
城
県
出

身
。
昭
和
五
十

五
年
、
東
北
大

学
理
学
部
卒

業
。
の
ち
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
研
究
所
に
就
職
。
そ
の

後
、
昭
和
六
十
年
に
大
正
大
学

大
学
院
、
六
十
三
年
に
東
北
大

学
大
学
院
で
イ
ン
ド
学
・
仏
教

史
学
を
専
攻
。
更
に
平
成
五
年

か
ら
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大

学
大
学
院
博
士
課
程
で
チ
ベ
ッ

ト
学
を
専
攻
し
、
Ｐ
ｈ
Ｄ
を
取

得
。
熱
烈
な
巨
人
フ
ァ
ン
。
趣

味
は
オ
ペ
ラ
と
ス
キ
ー
。

助
教
授

宮
本
要
太
郎

宮
崎
県
出

身
。
昭
和
五
十

八
年
、
広
島
大

学
卒
業
後
、
同

大
学
院
教
育
学
専
攻
で
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
の
教
育
論
を
研
究
。
そ

の
後
筑
波
大
学
大
学
院
で
宗
教

学
を
研
究
。
平
成
三
年
よ
り
四

年
間
シ
カ
ゴ
大
学
大
学
院
に
留

学
。
エ
リ
ア
ー
デ
の
も
と
で
宗

教
学
の
多
様
な
方
法
論
を
研

鑚
。
専
門
分
野
で
は
聖
者
伝
説

が
成
立
す
る
過
程
を
「
物
語

論
」
と
し
て
捉
え
る
。
文
学
博

士
。
趣
味
は
映
画
と
旅
行
、
テ

ニ
ス
と
ボ
ー
リ
ン
グ
。
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新
任
教
員
紹
介

一
九
七
二
年
本
学
の
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

本
学
の
助
手
、
専
任
講
師
、
助

教
授
を
経
て
、
九
五
年
教
授
に

昇
任
。
工
学
博
士
。

ご
専
門
は
高
分
子
材
料
で
あ

る
が
、
特
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の

権
威
と
し
て
知
ら
れ
、
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
と
無
機
材
料
と
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
化
し
た
高
性
能
性
素

材
の
創
成
に
お
い
て
独
創
性
の
高

い
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
研
究
成
果
は
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
封

止
や
印
刷
回
路
基
板
な
ど
の
電
子

部
品
材
料
の
開
発
分
野
で
注
目
を

集
め
、
産
学
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

性
格
は
明
朗
で
几
帳
面
。
学
生

の
面
倒
見
が
大
変
に
よ
い
情
熱
家

で
あ
る
。
大
学
は
今
、
将
来
構
想

を
十
分
に
練
っ
て
、
進
む
べ
き
方

向
を
決
め
て
、
具
体
的
に
何
を
す

る
か
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

工
学
部
長
代
理
、
学
生
部
長
に

引
き
続
い
て
の
連
投
で

あ
る
が
、
歴
代
工
学
部

長
の
中
で
は
最
も
お
若

い
学
部
長
誕
生
で
あ

る
。
体
力
が
あ
り
、
企

画
力
・
判
断
力
・
行
動
力
に
優

れ
、
工
学
部
改
革
の
推
進
役
と
し

て
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
で
あ

り
、
二
十
一
世
紀
を
先
導
す
る
工

学
部
の
舵
取
り
を
期
待
し
た
い
。

工
学
部
長
に
な
ら
れ
た
越
智
前

学
生
部
長
の
後
任
と
し
て
、
こ
の

た
び
、
経
済
学
部
の
良
永
教
授
が

学
生
部
長
に
就
任
さ
れ
た
。
良
永

教
授
は
、
一
九
八
一
年
に
一
橋
大

学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学

大
学
院
博
士
課
程
、
同
大
学
経
済

学
部
助
手
を
経
て
、
一
九
八
九

年
、
本
学
経
済
学
部
に
着
任
さ
れ

た
。
マ
ク
ロ
経
済
統
計
が
ご
専
門

で
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
経
済
統
計
や
環

境
問
題
の
経
済
統
計
へ
の
取
り
込

み
に
つ
い
て
研
究
な
さ
っ
て
い

る
。教

授
は
、
教
育
に
お
け
る
学
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

く
に
重
視
さ
れ
、
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
顧
問
を

務
め
ら
れ
る
体
育
会
卓
球
部
に
お

い
て
も
、
学
生
か
ら
良
き
師
と
し

て
慕
わ
れ
て
い
る
。

半
年
の
任
期
で
は
あ
る
が
、
こ

の
六
ヶ
月
は
昼
夜
開
講
制
の
始
動

と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
学
生
部

長
の
責
務
は
重
い
。
二
〇
〇
〇
年

十
月
か
ら
学
生
部

長
代
理
を
務
め
ら

れ
、
学
生
部
の
重

要
な
柱
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
き
た
教

授
は
、
そ
の
お
お
ら
か
な
ご
性
格

の
う
ち
に
緻
密
さ
と
繊
細
さ
を
秘

め
ら
れ
て
お
り
、
学
生
部
長
と
し

て
も
大
い
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る

に
ち
が
い
な
い
。

大
場
教
授
が
、
引
き
続
き
先

端
科
学
技
術
推
進
機
構
長
に
就

任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先

端
科
学
技
術
推
進
機
構
（
略
し

て
先
端
機
構
）
は
平
成
十
四
年

四
月
旧
工
業
技
術
研
究
所
を
改

組
改
編
し
て
発
足
し
た
も
の

で
、
そ
の
傘
下
に
は
ハ
イ
テ
ク

・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
、
産
学
連
繋
セ
ン
タ
ー
を
擁

し
、
関
西
大
学
の
科
学
技
術
研

究
拠
点
の
中
核
を
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
研
究
体
制
は
従
来

の
工
学
部
学
科
と
同
様
な
研
究

部
門
で
あ
っ
た
の
が
、
機
構
発

足
と
同
時
に
学
科
の
垣
根
を
越

え
て
六
研
究
部
門
と
し
、
学
科

に
縛
ら
れ
ず
、
研
究
者
個
々
が

自
由
に
学
際
的
な
研
究
が
容
易

に
行
え
る
よ
う
な
体
制
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
改
革
を
推
し
進

め
た
中
心
人
物
が
大
場
教
授
で

あ
り
、
日
本
に
お
け
る
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
の
第
一
人
者
の
み

な
ら
ず
、
優
れ
た
洞
察
力
、
先

見
性
お
よ
び
実
行
力
を
併
せ
持

っ
た
教
授
に
は
、
今
後
に
お
け

る
関
西
大
学
の
科
学
技
術
研
究

戦
略
に
対
し
て
、
今
以
上
に
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
頂
け
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
二
期
目
と
な
る
今
後
の
機

構
長
と
し
て
の
更
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

良永康平
学生部長

大場謙吉
先端科学技術推進機構長

国
際
化
が
進
む
中
、
東
西
文

化
の
比
較
研
究
が
と
み
に
重
要

性
を
増
し
つ
つ
あ
る
時
期
、
引

き
続
き
就
任
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
剛
毅
な
薩
摩
隼
人
で
、

堅
実
な
手
腕
と
温
厚
な
人
柄
、

京
大
在
学
中
か
ら
の
隋
唐
五
代

文
化
史
研
究
に
加
え
、
研
究
所

で
の
業
績
を
み
れ
ば
所
長
を
続

投
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も

至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

東
西
交
渉
史
も
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
さ
れ
る
教
授

は
、
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
・

ア
フ
リ
カ
沿
岸
諸
国
に
言
及
し

た
中
国
宋
代
の
『
諸
蕃
志
』
訳

注
を
は
じ
め
『
浙
江
と
日
本
』

な
ど
の
編
著
を
本
研
究
所
か
ら

出
版
さ
れ
た
。
加
え
て
、
達
意

の
文
章
で
『
道
宣
伝
の
研
究
』

（
京
大
学
術
出
版
会
）
や
『
安

禄
山
』（
中
公
文
庫
）
な
ど
の
興

味
深
い
研
究
を
次
々
に
出
版
さ

れ
、
学
界
の
高
い
評
価
を
得
て

お
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
文
学
研
究

科
長
、
評
議
員
、
大
学
院
部
長

と
し
て
縦
横
の
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
が
、
格
調
高
い
�
尚
文

館
�
と
い
う
大
学
院
棟
の
命
名

者
で
も
あ
る
。
関
西
大
学
が
大

き
な
飛
躍
を
求
め
ら
れ
る
今
、

東
西
学
術
研
究
所
の
斬
新
な
展

開
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

藤善眞澄 東西学術研究所長

堅実な手腕を持つ
温厚な国際派

近
年
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
は
産
官
学
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
新
し
い
発
想
と
行
動
力
を

要
請
し
て
い
る
。
一
国
の
枠
組

み
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
歴
史
や

伝
統
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
大
胆
に

見
直
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
逸
材
が
こ
の
た
び
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
さ
れ

た
。
安
部
誠
治
教
授
は
大
阪
外

大
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
、
大
阪
市

立
大
大
学
院
、
パ
リ
（
第
十
）

大
で
学
ん
で
こ
ら
れ
た
企
業
論

研
究
の
成
果
を
生
か
し
て
ル
ー

ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
や
韓

国
な
ど
で
鉄
道
・
交
通
政
策
に

つ
い
て
行
政
ト
ッ
プ
へ
の
提
言

を
な
さ
れ
る
ほ
ど
の
国
際
通
。

国
内
で
は
公
益
事
業
学
会
、
交

通
学
会
、
交
通
権
学
会
な
ど
で

論
陣
を
張
る
と
と
も
に
、
交
通

の
安
全
性
や
公
共
性
と
ま
ち
づ

く
り
を
説
き
な
が
ら
マ
ス
コ
ミ

に
登
場
し
た
り
、
全
国
各
地
を

奔
走
さ
れ
て
き
た
。
学
内
で
も

将
来
構
想
委
員
会
委
員
長
な
ど

で
そ
の
行
政
手
腕
に
は
定
評
が

あ
る
。

国
際
化
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
と
関
西
大
学
が
向
か
う
な
か

安
部
教
授
の
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚

と
行
動
力
に
大
き
な
期
待
が
か

か
る
。

新役職者紹介

安部誠治
国際交流センター所長

グローバル感覚と
すぐれた行動力

越智光一
工学部長

行
動
力
に
優
れ
た

情
熱
家

洞察力、先見性、実行力
を併せ持つリーダー

お
お
ら
か
さ
と
緻
密
さ

そ
の
手
腕
に
期
待

日
米
英
独
の
憲
法
理
論
と
憲

法
制
度
に
精
通
さ
れ
、
と
り
わ

け
人
権
論
と
機
構
論
の
接
点
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
一
問
題
領

域
、
す
な
わ
ち
選
挙
権
・
知
る

権
利
等
と
国
民
代
表
制
・
議
院

内
閣
制
等
が
交
錯
す
る
憲
法
六

十
二
条
所
定
の
国
会
両
議
院
の

国
政
調
査
権
に
関
し
、
継
続
的

に
比
較
憲
法
的
考
察
を
続
け
ら

れ
、
九
〇
年
に
『
国
政
調
査
権

の
研
究
』（
法
律
文
化
社
）
を
公

刊
さ
れ
て
法
学
博
士
号
を
取
得

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
お
け
る

在
外
研
究
を
背
景
と
し
、
イ
ン

ド
・
デ
リ
ー
大
学
で
も
研
究
を

続
け
ら
れ
、
ア
ジ
ア
と
り
わ
け

イ
ン
ド
の
憲
法
制
度
に
関
す
る

わ
が
国
屈
指
の
研
究
者
と
な

り
、
九
二
年
に
は
『
イ
ン
ド
憲

法
』（
関
西
大
学
出
版
部
）
を
世

に
問
わ
れ
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
が
、
そ
し
て

日
本
が
、
あ
る
種
の
ア
ノ
ミ
ー

（
無
規
範
）
な
状
況
に
陥
り
、

広
い
視
野
と
深
い
洞
察
に
よ
っ

て
新
た
な
ノ
モ
ス
（
規
範
）
の

構
築
を
求
め
ら
れ
て
い
る
今

日
、
関
西
に
位
置
す
る
本
法
学

研
究
所
に
か
け
ら
れ
る
期
待
は

大
き
く
、
そ
の
舵
取
り
役
に
最

も
相
応
し
い
人
材
が
、
い
ま
こ

こ
に
登
壇
す
る
こ
と
と
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。

孝忠延夫 法学研究所長

新たなノモスの
探求者
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